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衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
に
ふ
さ
わ
し
い
保
育
の
実
現
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
前
原
誠
司
君
提
出
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
に
ふ
さ
わ
し
い
保
育
の
実
現
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
保
育
士
の
配
置
基
準
」
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
（
令
和
五

年
六
月
十
三
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
戦
略
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
運
営

費
の
基
準
と
な
る
公
的
価
格
の
改
善
に
つ
い
て
、
公
的
価
格
評
価
検
討
委
員
会
中
間
整
理
（
二
千
二
十
一
年
十
二
月
）
を
踏

ま
え
た
費
用
の
使
途
の
見
え
る
化
を
進
め
、
保
育
人
材
確
保
、
待
機
児
童
解
消
そ
の
他
関
連
す
る
施
策
と
の
関
係
を
整
理
し

つ
つ
、
取
組
を
進
め
る
。
具
体
的
に
は
、
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
以
降
積
み
残
さ
れ
た
一
歳
児
及
び
四
・
五
歳
児

の
職
員
配
置
基
準
に
つ
い
て
一
歳
児
は
六
対
一
か
ら
五
対
一
へ
、
四
・
五
歳
児
は
三
十
対
一
か
ら
二
十
五
対
一
へ
と
改
善
す

る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
踏
ま
え
、
具
体
的
な
改
善
方
法
に
つ
い
て
、
令
和
六
年
度
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
考
案
し
た
根
拠
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
改
善



 

２ 

 

策
」
に
つ
い
て
、
保
育
士
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
検
討
時
に
お
い
て
、
一
歳
児
の

も
の
に
つ
い
て
は
六
対
一
か
ら
五
対
一
、
三
歳
児
の
も
の
に
つ
い
て
は
二
十
対
一
か
ら
十
五
対
一
、
四
歳
児
及
び
五
歳
児
の

も
の
に
つ
い
て
は
三
十
対
一
か
ら
二
十
五
対
一
へ
と
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
三
歳
児
に
つ
い
て
の
配

置
基
準
の
改
善
は
平
成
二
十
七
年
度
に
措
置
済
み
で
あ
る
が
、
一
歳
児
並
び
に
四
歳
児
及
び
五
歳
児
に
つ
い
て
の
配
置
基
準

の
改
善
は
積
み
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日
の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
お
い
て
も
確
認

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
同
条
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
及
び
保
育
所
は
、
地
域
の
実
情
や
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

及
び
保
育
を
提
供
す
る
た
め
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
及
び
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
制
度
と
し
て
、
こ
ど
も
（
こ
ど
も
基
本
法
（
令
和
四
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
福
祉
を
保
障
す
る
観
点
や
教
育
の
基
礎
を
培
う
観
点
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ



 

３ 

 

れ
の
理
念
や
目
的
の
下
で
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
各
制
度
の
理
念
や
目
的
に
応
じ
、
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
（
平
成
二
十
九
年
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
告
示
第
一
号
）
、
幼
稚
園
教
育
要
領

（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
二
号
）
及
び
保
育
所
保
育
指
針
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
十
七

号
）
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
「
統
合
・
刷
新
」
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
、
幼
稚
園
教
育
要
領
及
び
保
育
所
保
育
指
針
に
お
い
て
は
、
「
育
み
た
い
資
質
・
能

力
」
を
共
通
し
て
明
確
化
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
整
合
性
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
、
学
校
教
育
法
及
び
児
童
福

祉
法
に
お
い
て
は
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
、
幼
稚
園
教
育
要
領
及
び
保
育
所
保
育
指
針
を
定
め
る

に
当
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
及
び
保
育
の
内
容
に
関
す
る
事
項
の
整
合
性
の
確
保
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
て
お
り
、
制
度
的
に
も
担
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
こ
ど
も
基
本
法
第
三
条
に
定
め
る
基
本
理
念
も
踏
ま
え
つ
つ
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保

育
要
領
、
幼
稚
園
教
育
要
領
及
び
保
育
所
保
育
指
針
に
基
づ
く
教
育
及
び
保
育
の
質
の
確
保
を
通
じ
て
、
今
後
と
も
施
設
類

型
を
問
わ
ず
、
こ
ど
も
が
質
の
高
い
教
育
及
び
保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い
。 



 

４ 

 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
各
施
設
に
」
「
共
同
研
究
者
を
配
置
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の

「
保
育
内
容
の
評
価
等
に
つ
い
て
専
門
的
か
つ
先
駆
的
な
知
見
を
有
す
る
」
者
が
加
わ
り
、
「
対
話
を
基
本
と
し
つ
つ
、
各

施
設
が
内
部
か
ら
自
己
変
革
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
保
育
所
等
に
お
い
て
、
様
々
な
関

係
者
と
と
も
に
保
育
を
多
面
的
・
多
角
的
に
捉
え
、
継
続
的
に
保
育
に
つ
い
て
対
話
を
重
ね
、
保
育
の
質
の
向
上
を
図
る
取

組
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
、
保
育
や
幼
児
教
育
に
知
見
を
有
す
る
外
部
有
識
者
が
保
育
所
等
を
訪
問
し
て
支
援
す
る
「
若

手
保
育
士
や
保
育
事
業
者
等
へ
の
巡
回
支
援
事
業
」
や
「
幼
児
教
育
推
進
体
制
を
活
用
し
た
地
域
の
幼
児
教
育
の
質
向
上
強

化
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
。 

四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
妊
娠
期
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
、
保
育
所
等
を
活
用
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
（
以
下
「
改
正
後
児
童
福
祉
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、



 

５ 

 

市
町
村
は
、
そ
の
住
民
か
ら
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
子
育
て
相
談
機

関
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
保
育
所
等
に
当
該
機
関
の
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
度
に
お
い
て
、
利
用
定
員
に
余
裕
が
あ
る
保
育
所
等

が
、
保
育
所
等
に
通
所
し
て
い
な
い
乳
児
又
は
幼
児
に
対
し
て
、
毎
週
一
回
程
度
の
預
か
り
を
行
う
「
保
育
所
の
空
き
定
員

等
を
活
用
し
た
未
就
園
児
の
定
期
的
な
預
か
り
モ
デ
ル
事
業
」
を
三
十
一
自
治
体
の
五
十
施
設
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）
」
に
つ
い
て
は
、
戦
略
方
針
に
お
い
て
、
「
月
一
定

時
間
ま
で
の
利
用
可
能
枠
の
中
で
、
就
労
要
件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
等
で
柔
軟
に
利
用
で
き
る
新
た
な
通
園
給
付
（
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）
」
）
を
創
設
す
る
。
・
・
・
二
千
二
十
四
年
度
か
ら
は
制
度
の
本
格
実
施
を
見
据
え
た
形
で

実
施
す
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
令
和
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
よ
り
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
（
仮
称
）
の
本
格
実
施
を
見
据
え
た
試
行
的
事
業
」
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
該
事
業
の
実
施
状
況
も
踏
ま
え
、
制

度
の
本
格
実
施
に
向
け
て
着
実
に
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 



 

６ 

 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
こ
ど
も
の
支
援
の
場
と
し
て
、
保
育
所
等
を
活
用
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
児
童
福
祉
法
第
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
子
育
て
相
談
機
関
は
、
必
要
に
応
じ
、
児
童
及
び
妊
産
婦
の
福

祉
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
改
正
後
児
童
福
祉
法
第
十
条
の
二
第
二

項
に
規
定
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
地
域
子
育
て

相
談
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
う
保
育
所
等
が
、
必
要
に
応
じ
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
住

民
か
ら
の
御
指
摘
の
「
い
じ
め
や
児
童
虐
待
」
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応
も
含
め
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 


